
令和７年度フロンティアの見直しに向けた業務委託

企画提案募集要項

１ 業務内容等

(1) 業務目的

本業務は、「フロンティアを拓く取組」の現状と課題を客観的・多角的に整理し、計画見直

しの検討に資するため、これまでの取組の成果・課題・制度的な運用上の障壁等を総合的に

整理し、外部の視点も踏まえて、今後の論点を明確化することを目的とする。さらに、制度

運用上の課題や市町の実態を把握した上で、県と市町の協働を支える支援体制の在り方につ

いても検討を行う。

また、周知不足、認知度の低下を防ぐために、成果を具体的に可視化し発信力を強化する

ための取組を構築する。

(2) 業務名

令和７年度フロンティアの見直しに向けた業務委託

(3) 契約者

静岡県知事

(4) 業務内容

別添「業務仕様書（案）」のとおりとするが、提案を選定した後、県と契約予定者の間で協

議し、業務仕様書を決定するものとする。

(5) 業務期間

契約締結日から令和８年２月 27 日(金)まで

(6) 契約限度額

8,825,300 円(消費税及び地方消費税相当額を含む)

(7) 担当部局及び書類提出先等

〒420-8601 静岡県静岡市葵区追手町９番６号 静岡県庁東館６階

静岡県総務部地域振興課 フロンティア推進班

（電話番号）054-221-2837 （FAX）054-271-5494

（電子メール）frontier@pref.shizuoka.lg.jp

２ 応募資格

次に掲げる条件をすべて満たす者とする。

(1) 地方自治法施行令(昭和 22 年政令第 16 号)第 167 条の４の規定に該当しない者であること。

(2) 会社更生法(平成 14 年法律第 154 号)に基づき更正手続き開始の申立てがなされている者

（更生手続開始の決定を受けている者を除く。）又は民事再生法(平成 11 年法律第 225 号)

に基づき再生手続き開始の申立てがなされている者（再生手続開始の決定を受けている者

を除く。）でないこと。

(3) 最近１年間に国税又は地方税を滞納している者でないこと。

(4) 下記に該当する者でないこと。

ア 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3年法律第 77 号。以下「法」



という。）第２条第２号に該当する団体（以下「暴力団」という。）

イ 個人又は法人の代表者が暴力団員等（法第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力

団員」という。）又は暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者をいう。以下同じ。）

である者

ウ 法人の役員等（法人の役員又はその支店若しくは営業所を代表する者で役員以外の者を

いう。）が暴力団員等である者

エ 自己、自社若しくは第三者の不正な利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的をも

って暴力団又は暴力団員等を利用している者

オ 暴力団若しくは暴力団員等に対して、資金等提供若しくは便宜供与する等直接的又は積

極的に暴力団の維持運営に協力し又は関与している者

カ 暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有している者

キ 相手方が暴力団又は暴力団員等であることを知りながら、下請契約、資材又は原材料の

購入契約その他の契約を締結している者

３ 企画提案の手続き

(1) スケジュール

ア 企画提案説明書等の公表 令和７年７月 10日（木）

イ 実施内容等に関する質問書の提出期限 令和７年７月 17日（木）午後５時まで

ウ 質問に対する回答 令和７年７月 24日（木）まで

エ 参加表明書、企画提案書等の提出期限 令和７年７月 25日（金）午後５時まで

オ 審査対象者選定の通知 令和７年７月 28日（月）まで

カ プレゼンテーション及びヒアリング 令和７年８月１日（金）

キ 審査結果の通知 令和７年８月４日（月）まで

(2) 参加表明書等の提出

ア 本企画提案に参加を希望する者は、別表１の提出資料を令和７年７月 25 日（金）午後５

時までにメール、郵送又は持参により上記１(7)へ提出することとし、郵送の場合は、封

筒等の表面に「令和７年度フロンティアの見直しに向けた業務委託 参加表明書」と朱書

きで明記すること。

イ 本募集要項において記載された事項以外の内容を含む企画提案書等については、その部

分を無効とする。

ウ 書類の作成に用いる言語は、日本語、通貨は日本円、単位は日本の標準時及び計量法に

よるものとし、文字サイズは原則 11ポイント以上とする。

エ 提出書類について、この書面及び企画提案説明書、別添の書式に示された条件に適合し

ない場合や、記載漏れ、不整合等がある場合は、企画提案書等を無効とすることがある。

(3) 実施内容等に関する質問及び回答

ア 本募集要項等に関して質問がある場合は、書面（様式自由）により上記１(7)の電子メー

ルへ令和７年７月 17 日（木）午後５時までに提出すること。あわせて、その旨を電話で

連絡すること。

イ 上記アの書面には、担当窓口の部署、担当者名、電話及び電子メール等を併記すること。



ウ 質問に対する回答は、質問を受理した日から５日以内に質問者に対して電子メールによ

り行うほか、上記１(7)での閲覧、静岡県地域振興課ホームページ（https://www.pref.s

hizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002303/1040986/1012035.html）に掲載する。

(4) 審査対象者の選定

ア 企画提案書等を提出した者が５者を越えた場合は、企画提案書等の一部を評価し、審査

対象者として評価点の高い者から５者を選定することがある。ただし、合計点が５番目

に高い者が複数存在した場合は、見積額の低い者を優先して選定する。

イ 審査対象者に選定された者に対しては、選定された旨を電子メールにより、令和７年７

月 29日（火）までに通知する。

ウ 選定されなかった者（以下、「非選定者」という。）に対しては、選定されなかった旨と

その理由を電子メールにより、令和７年７月 29 日（火）までに通知する。

エ 非選定者は、選定されなかった理由について説明を求めることができる。

オ 上記エの説明を求める場合には、令和７年８月５日(火)午後５時までに、書面（様式自

由）を上記１(7)へメール、郵送又は持参すること。

カ 説明を求めた者に対しては、電子メールにより、令和７年８月６日(水)までに回答する。

(5) 企画提案書等のプレゼンテーション及びヒアリング

審査対象者に選定された者に対しては、企画提案書等のプレゼンテーション及びヒアリン

グを次のとおり実施する。

ア 予定日時 令和７年８月１日（金）の県が指定した時間

イ 実施方法 WEB 会議方式（詳細な方法は別途通知する。）

ウ 所要時間 １者に対し 35分程度（説明 20 分以内、質疑応答 15 分程度）とする。

４ 契約予定者の特定

(1) 契約予定者の特定方法

審査は提出書類、プレゼンテーション及びヒアリングの内容に基づき、県が別に定める提

案審査委員会において、別表２により評価し、契約予定者を特定する。

(2) 契約予定者への通知

契約予定者として特定された者には、特定通知書により令和７年８月４日(月)までに電子

メールにて通知する。また、次点の提案者についても、次点契約予定者特定通知書により令

和７年８月４日(月)までに電子メールにて通知する。

(3) 契約に係る協議

県は契約予定者と業務履行に必要な協議を令和７年８月 13 日（水）までに行い、協議が整

った場合は当該契約予定者から見積書を徴取し内容を精査の上、随意契約による業務委託契

約を締結する。

なお、契約に当たっては、企画提案内容（参考見積書を含む）をもって契約するとは限ら

ない。また、契約予定者との協議の結果、合意に至らなかった場合又は契約予定者が上記「２

応募資格」を満たさなくなったとき、若しくは不正と認められる行為をしたことが判明した

場合は、次点契約予定者と協議を行う。



５ 非特定に関する事項

(1) 契約予定者として特定されなかった者（次点契約予定者を除く）に対しては、非特定通知

書により特定されなかった旨とその理由（非特定理由）を、電子メールにて令和７年８月

４日(月)までに通知する。

(2) 非特定通知書を受けた者は、特定されなかった理由について説明を求めることができる。

(3) 上記(2)の説明を求める場合は、令和７年８月 11 日(月)までに書面(様式自由)を上記１(7)

へメール、郵送又は持参すること。

(4) 上記(3)で説明を求めた者に対しては、電子メールにて令和７年８月 12 日(火)までに回答

する。

(5) 契約予定者との協議が整った場合、協議が整った日から５日以内に、次点契約予定者に協

議の不実施を電子メールにて通知する。

(6) 上記(5)の通知を受けた者は、次点となった理由について説明を求めることができる。

(7) 上記(6)の説明を求める場合は、(5)の通知のあった日から５日以内に書面(様式自由)を上

記１(7)へメール、郵送又は持参すること。

(8) 上記(7)で説明を求めた者に対しては、電子メールにより、上記(7)を県が受理してから５

日以内に回答する。

６ 契約条件

(1) 契約書の作成

契約の締結に当たっては、契約書を作成しなければならない。

(2) 契約保証金

免除する。

７ その他

(1) 企画提案は、１者につき１案とする。

(2) 企画提案書等の作成、提出及びヒアリング等にかかる全ての費用は、提案者の負担とする。

(3) 企画提案書等に虚偽の記載をした場合には、企画提案書等を無効とする。

(4) 提出された企画提案書等は返却しない。また、提出された企画提案書等は、契約予定者の

特定以外に提案者に無断で使用しない。なお、特定された企画提案書等を公開する場合に

は、事前に提案者の同意を得るものとする。

(5) 企画提案書等提出後において、記載された内容の変更を認めない。また、企画提案書等に

記載した配置予定の担当者は原則として変更できない。ただし、病休、死亡、退職等のや

むをえない理由により変更を行う場合には、同等以上の担当者であるとの県の了解を得な

ければならない。



別表１ 参加表明の提出資料

（注）提出資料は、提案者が特定または推測できるような記載やロゴマークの使用を避ける

こと。

提出資料 部数 内容に関する留意事項

参加表明書

（様式１）
１部 ・代表者名を記名のうえで提出すること。（押印不要）

会社概要書

（様式２）
１部 ・会社概要が分かるパンフレット等を添付すること。

企画提案書

（様式任意）

１部

・企画提案書には、業務目的を理解したうえで、本業務を実施する

ための実施体制や各提案における具体の手法等を記載する。

・企画提案書には、次の項目を設けること。

① 実施体制等（Ａ４版２ページ以内又はＡ３版１ページ以内）

・業務実施体制、業務実施スケジュールを記載すること。

・他企業と連携して本企画提案に参加する場合には、各企業の

役割分担を明示すること。

② 提案内容(１)（Ａ４版２ページ以内又はＡ３版１ページ以内）

・企画提案説明書２(1)の「広域連携に向けた現状分析」につい

て記載すること。

③ 提案内容（２）（Ａ４版２ページ以内又はＡ３版１ページ以内）

・企画提案説明書２(２)の「広域連携プラットフォームの運営

支援」について記載すること。

・下記事項について必ず記載すること。

1)作成する地域循環共生圏モデルに記載する項目

2)ワークショップの企画・運営内容（開催方法、回数、進め方

等）

業務の実施者

（様式３） １部
・業務を実施する者全てについて、関連業務実績と担当する役割を

記載すること。

類似業務実績

（様式４）

１部

・類似業務は、国又は地方公共団体より受注した「自治体地域創生

計画策定」「自治体広域連携計画策定」等の本委託業務における業

務内容に類する業務を記載する。

・類似業務は、令和２年 4月 1日から参加表明書提出日までに完了

している主な業務を記載し、５件を上限とする。

参考見積書

（様式自由）

１部

・見積書は、業務内容及び企画提案書に記載した内容を踏まえて必

要な経費を算出する。

・見積書は、企画提案説明書に記載した業務内容ごとに積算するこ

と。



別表２ 評価項目

評価項目
配点

(点)

１ 業務理解度・スケジュール・実施体制 20

(1) 業務の目的・背景・課題に対する理解が的確か。 5

(2) 業務遂行のためのスケジュールが現実的か。 5

(3) 実施体制が明確かつ専門性・経験を有しているか。 10

２ 企画提案内容 75

(1) 調査・分析の手法 30

ア 定量・定性の両面から分析可能な調査設計であるか。 10

イ ヒアリングや他県事例調査などの手法が具体的・実行可能であるか。 10

ウ 調査結果の整理・活用に関する分析力や整理手法が明確であること 10

(2) 制度見直し提案 45

ア 現行制度の課題を踏まえた実効性のある改善提案がなされている

か。
15

イ 市町の支援ニーズを反映し、支援体制の構築提案が具体的であるか。 15

ウ 広報やフォローアップ体制の創意工夫が見られるか。 15

３ 参考見積価格 5

各業務に係る経費が明確に示されており、適切な金額となっているか。 5

合 計 100


